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金 銭、す なわ ち物質 的 な財 産 ・富 は古 代 か ら人 間 と切 り離せ ない も
の であ る。 大 勢 の人 々が 人 間 と金 銭 の関係 を考 えて きた し、 文学作 品
に も主 題 として扱 わ れて い る。代 表 的 な英 文学 作 品 には ウ ィ リアム ・
シ ェ イ クス ピア(WilliamShakespeare)作の 『ベ ニ ス の 商 人 』(The
MerchantofVenice)がある。そ して多 くの場合 にお いて金銭 の主題 は
愛 の主題 と密接 に結 びつ いて る。愛 か金か とい う二者択 一の主 題 も文 学
作 品の重要 な主 題であ る。
本稿 で は、英 文学 史 にお いて 中心 的 な存 在 を 占め てい る2人 の作 家
の作 品、 つ ま り19世紀 に活躍 した チ ャー ル ズ ・デ ィケ ンズ(Charles
Dickens)作の 『ク リスマ ス ・キ ャロル』(AChristmasCarol)と20世
紀 に活躍 したD.H.ロレンス(DavidHerbertLawrence)作の短編小 説 『木
馬 の騎手の勝利 』(TheRocking-HorseWinner)を比 較研究す るこ とに
よって、 あるべ き人間 と金銭の 関係につ いて考察 したい。 『クリスマ ス・
キ ャロル』と 『木馬 の騎 手の勝利 』の両 方 に存在す る ものは子供 であ り、
また大人 の金銭 に対 する執着 である。 しか し、時代が19世紀 と20世紀 と
い うこ とで違 っているため、 当然 両作者の 人間 と金銭 との 関わ り方 の描
き方 は異 なって いるのであ るが 、本質的 な点 は同 じで は ないか と思 われ
?
?
一1一
る 。
1『 ク リスマス ・キ ャロル 』
:
登
A.主人公スクルージの不幸
『クリスマス ・キャロル』はデ ィケ ンズの数多 くの小説の中にあって
も色あせることがない傑作小説である。彼は1843年に 『クリスマス ・
キャロル』を出版 し、1852年までに5作 のクリスマス小説(Christmas
Books)を書い ている。 また1867年までに20編の 『ク リスマス物 語』
(ChristmasStories)を書いている。このようにクリスマスを主題とす
る多 くの作品を書いたディケンズであるが、その中でも 『クリスマス ・
キャロル』は有名な作品である。特 に子供たちに愛 されている とい う
点でよく知 られているが、この小説が大人も読むべ き作品であるとい う
ことは強調 されるべ き点である。なにしろ主人公は年取った男性エブニ
ザー ・スクルージ(EbnezerScrooge)なのである。彼は50代半ばと思
われる。子供 に愛 されるという理由としては、構成上はスクルージが幽
霊や精霊たちによって空を飛び、自分の過去 ・現在を振 り返 り、 さらに
は未来を知 らされるという面白さから生まれ、また勧善懲悪という分か
りやすい主題が読み取れるということにある。しか し、このような単純
な主題のみならず、また権力者 と支配される人々、人間が人間を裁 くこ
とができるのか どうか、といった哲学的で重い主題 も含まれているので
ある。この点については三ッ星堅三 も「しか し、同時に、『クリスマス・キャ
ロル』をもって始 まる一連の 『クリスマス ・ブックス』などには、 この
小説家独特の、本質的な特徴が顕著にみ られ、単 に隣人愛を説いた物語
とか、人の善意をたたえた教訓談 として片づけられないものがある」(1)
と述べている。
まず、主人公スクルージの性質について考えてみたい。彼は商売 をし
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ていて、金を何 よりも大切にしている。いわば守銭奴である。時はクリ
スマスイブであ り、街中が クリスマスを祝う準備で忙 しい。彼にはマー
レイ(Marley)という相棒がいたが、マーレイは7年 前に亡 くなったの
で、スクルー ジは1人 で会計事務所を経営 している。小説の冒頭の時点
ではスクルージは次のように描写されている。
Scrooge!asgeezing,wrenching,grasping,scraping,clutching,
covetousoldsinner!Hardandsharpasflint,fromwhichno
steelhadeverstruckoutgenerousfire:secret,andself-
(2)
contained,andsolitaryasanoyster.
上の引用に見られるように、彼は 「罪人」であると描写 されているが、
それはなぜかと言えば狭量で、ケチで、自己満足に耽 り、心を閉ざして
秘密を持ち、孤独であるからである。つまり彼には他者 との触れ合いが
全 くないのである。この「触れ合いがない」ということはロレンスが『チャ
タレー卿夫人の恋人』G4LadyChatterley'sLover)でもコニー(Connie)
の不幸せの原因としている点であり、ロレンスは、人間には他者 との触
れ合いが必要であると強調 している。ディケンズもスクルージの孤独 を
彼の不幸の原因として描いているのである。彼は寒さと関係付け られて
お り、その存在が 「寒い、冷たい」 という特徴を持 っている。そ して彼
はそれを全然気にかけないのである。彼は"darkmaster1"(3)と犬から
呼ばれていると描かれているが、人間ではなくて動物から呼びかけられ
るという点や、この作品では愛 を表現するのに用い られている 「白さ」
や 「光」と対極の 「黒さ」を特徴 とする 「黒い主人」という言い方にも、
彼が悪魔 と関連付けられていることが分かる。一方で、 ロレンスの作品
においては 「黒さ」は独 自の意味を持ち、『アルヴァイナの堕落』(The
LostGirl)では同じく"DarkMaster"(9)という表現があるが、これは
?
?
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キリス ト教批判の表れとして描かれ、肯定的な意味 を持つ言葉である。
スクルージには亡 き妹の息子である甥のブ レッ ド(Fred)がいて、
彼の事務所を訪ねて きて、クリスマスには家へ来てほしい と招待する。
ブレッドは輝か しく、若 く、美しく、 きらきらしている。彼は紛れ もな
く善の使者である。 しか し、ブレッドは貧乏である。スクルージは甥に
向かって、貧乏な くせになにを浮かれているのか、 と皮肉を言い、招待
を断 りクリスマスをくだらない、と毒づ く。 しか しブレッ ドは彼に対 し
て全然怒 らない。彼はディケンズの描 く理想の人間像であろう。彼に とっ
てクリスマスは以下の特徴を持ったお祭 りである。
Akind,forgiving,charitable,pleasanttime:theonlytimeI
knowof,inthelongcalendaroftheyear,whenmenand
womenseembyoneconsenttoopentheirshut-uphearts
freely,andtothinkofpeoplebelowthemasiftheyreally
werefellow-passengerstothegrave,andnotanotherraceof
(5)creaturesboundonotherjourneys.
?
?
上の引用から、 クリスマスが人間にとって、本来の理想的な関係を結ぶ
べ き時節であるということがうかがえるが、これはディケンズの思想を
表 していると思われる。「閉ざした心を他者に開 く」 という思想であ り、
「自分 よ り身分が下の者に対 しても、人間として平等であると考える」
という思想である。このような思想はデ ィケンズが生 きていた19世紀の
みならず、古代から現代にいたるまで普遍的で理想的な思想であると思
われる。 しか し、スクルージは2人 の紳士が彼の事務所ヘクリスマスの
ための寄付金を求めてやって来た時には、貧乏人は刑務所 と救貧院へ収
容されればよい、 と言って2人 を追い払 う。彼は、貧乏人は怠惰 なため
に貧乏だ と考えているのである。 しかし、『クリスマス ・キャロル』が
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書かれた19世紀半ばは、産業革命を起こしたイギ リスが工業化 をどん ど
ん進めて、社会の機械化 ・都会化が進んだ時代であ り、イギリスが世界
の国々の中でも経済発展 を目覚ましく遂げていた時代である一方で、金
持ちと貧乏しい人々の格差が大 きくなって、貧しい人々は労働力として
搾取 されていたのである。一生懸命働いても生活が向上せず、その結果
生 きるために犯罪を犯す人 も大勢いたのだ。貧乏人は救貧院へ行けばよ
い、 というスクルージの考えに対して、2人 の紳士のうちの1人 が 「多
くの人たちはそこへ行 くことができないし、多 くの人たちはそこへ行く
よりも死んだ方が ましだ、と考えている」(6)と、答えるように、救貧院
での生活は途方もなく非人間的であったと思われる。この点については、
ケロウ・チェズニーが 『ヴィク トリア朝の下層社会』で詳しく論 じている(7)。
一方で、市長は壮麗な大邸宅に住んで、50人の料理人や執事 を持ってい
るのであ り、貧富の差が大 きいことが述べ られている(8)。それゆえに、
ディケ ンズは救貧院への批判を行っていると思われる。このような点は
リアリズムが表れている箇所である。社会の本質を理解 していないスク
ルー ジは、狂 人(9)であると書かれている。彼が事務所で働かせている
ボブ ・クラチ ット(BobCrachit)という事務員は、いつもスクルージに
見張られており、超安賃金で雇われてお り、極寒の季節にも石炭一個 しか
燃やすことがで きないので震えている。スクルージは金持ちであるがゆ
えに権力があるが、スティーヴン ・プリケットはこの点について 「権力
としての金は、ヴィク トリア朝小説の中心主題である」 と述べている(lo)。
更に、ディケンズは金持 ちの人々の批判として、彼 らが想像力を欠いて
いることを挙げている。スクルージもその人たちの一人であるが、ロン
ドン市の金持ちの人たち、自治団体や、市会会員や同業組合員等の人々
もこの部類に属する人 々として挙げられている(11)。想像力があれば、
他者への思いや りや優 しい気持ちが生 じるであろうに、それがないため、
金持ちと貧乏な人々との格差が広がるのである。
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スクルージの自宅はマー レイと一緒に住んでいた時のままであ り、今
は彼は1人 で住んでいるのだが、その家の特徴は暗い、佗 しい、悲 しみ
に満ちている、という特徴を備えている。スクルージは心 に寒 さ、冷た
さを持っているため暗さにも平気である。「暗 さは安上が り」(12)なので
ある。 しか し、このような冷酷なスクルージをも、デ ィケンズは、マー
レイの幽霊や3人 の精霊の姿を夢の中で見させて、改心 させようとする
のであるか ら、作者は温かい心を持っているのであ り、大勢の読者を獲
得 したのであろう。
最初にマー レイの幽霊が登場する。彼の体には重い鎖が巻 き付いてる
のだが、この鎖 は、マーレイが生前にスクルージと同じく冷酷な人間で
あったために彼 を縛っているものだと告白する。マーレイの悲 しみ と苦
しみを聞いたスクルージは、最初はばかばか しいと思っていたのだが、
次第に自身にも当てはめて考えるようになる。マーレイはすべてを金に
換算 して考え生 きていたのであ り、このことは現在のスクルージの生 き
方に当てはまる。それでマーレイはスクルージに自分 と同 じ運命 を避け
ることがまだできる余地があることを告げに、警告に来たのである。そ
して今後3人 の精霊がスクルージに表れると告げて消える。そ してこの
時スクルージは多 くの幽霊の顔を見るのだが、彼らは罪深い政府の役人
達であ り、 自由がなく繋がれていた(13)と書かれているので、デ ィケ ン
ズの政府への批判がここにも表れている。?
?
B.ス クルージの改心
この後3人 の精霊が登場するが、彼 らは 「過去のクリスマスの精霊」、
「現在の クリスマスの精霊」、「未来のクリスマスの精霊」である。過去
のクリスマスの精霊は体が小さくて子供の ようである。スクルージは光
に満 ちたこの精霊 と一緒に空を飛んで行き、自分の過去 を見せ られる。
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それはスクルージの子供時代である。子供の時はスクルージも温かな心
を持っていたと思われる。
Hewasconsciousofathousandodoursfloatingintheair,
eachoneconnectedwithathousandthoughts,andhopes,and
(14)joys,andcareslong,long,forgotten!
上の引用 に見 られるように、スクルージの子供時代は、芳 しい匂いに満
ちて、希望や喜びや思いやりで溢れていたのである。『クリスマス ・キャ
ロル』においては、ディケンズは子供時代 を善なる時代 と捉えていると
思われる。 しかし、現在のスクルージはこのような温かな時代から遥か
に切 り離されてしまっているのである。彼の家が破産 して友人はいなく
な り、スクルージは一人ぼっちになった。『ロビンソ ン ・クルーソー』
(RobinsonCrusoe)を読んでいたスクルージは もはや本 を読 まな くなっ
て しまった。ここには貧乏が子供の教育にも影響 を与える とい うこと
が書かれている。彼 は、奉公に出されるが、そこの主人 フェジウィッグ
(Fezziwig)は優 しい人で、彼を含む2人 の奉公人を親切に扱 って くれた。
クリスマスには皆で ダンスをして楽 しんだ。人と人 との繋が りが存在 し
てお り、明るく笑いに満ちた世界であった。スクルージはこのような光
景 を精霊か ら見せ られて、心が痛むのを感じる。現在の 自分か らはあま
りにも遠い世界であ り、かつそれが懐かしかったか ら。
次に見せ られたのは、彼の初恋の女性である。彼は彼女 と結婚 しよう
と思っていたのだが、彼が青年期に至った時には金を何よ りも重視する
人間になっていたので、彼女は彼から離れていって しまったのである。
?
?
Thereisnothingonwhichitissohardaspoverty;and
thereisnothingitprofessestocondemnwithsuchseverity
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(15)
asthepursuitofweath!
上の引用に見られるように、スクルージは、子供時代 に家が破産 したた
めに悲惨 さを味わった経験から、金を第一に追及するようになったかも
しれないのだが、婚約者は彼か ら高貴さが1つ ずつ消えてい くのを見て、
耐えられなくなったのだ。精霊が見せて くれた彼女の現在の姿は、別の
男性 と結婚 して多くの子供に恵まれ、金持ちではないがささやかに人生
を楽 しんでいるものである。彼女は心から笑っていて幸せそのものであ
る。スクルージはこのような光景を見て反省 し、また心が痛む。
次に表れた精霊は巨人の大 きさをしている。 この精霊 はまたスクルー
ジを連れて空を飛び、様々な光景を見せて くれる。精霊は松明を持って
お り、それによって特別な味わいをものに振 り掛けて、食事の場合はそ
の味が良 くなるというように、善なる精霊である。彼にとってはスクルー
ジは悪の存在である。
?
?
'Th
erearesomeuponthisearthofyours,'returnedtheSpirit,
w`holayclaimtoknowus,andwhodotheirdeedsof
passion,pride,ill-will,hatred,envy,bigotry,andselfishnessin
ourname,whoareasstrangetousandallourkithandkin,
asiftheyhadneverlived.Rememberthat,andchargetheir
.(16)theirdoingsonthemselves,notus.
上の引用では、聖職者たちが批判されていると思われる。彼らは神や精
霊を知っていると世間には言っているが、それは間違いである、なぜな
ら彼 らは神の名前を借 りて私利私欲に走る輩であるか ら、と2番 目の精
霊は言う。ここでは、聖職者たちがその偽善性を批判 されているのであ
る。
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次に精霊がスクルージを連れて行ったのは、彼の会計事務所で働いて
いる事務員のボブ ・クラチ ットの家である。彼には妻 と4人 の子供がい
て、一週間で15シリングの収入 という貧 しい生活をしているのであるが、
家族が仲良 く助 け合 って生きてお り、また温かな笑いで包 まれた生活に
幸福を感 じている。そして、スクルージは、死にたいなら死ねばいい、多
す ぎる人口が減るから、 と以前に言った自分を反省す ることになる(17)。
後に精霊が戒めるように、人間 自身は、誰が生きる値打ちがあ り、誰
が生きる価値がないかを決めることができないのである。
次にスクルージが連れて行かれた所は、甥のブレッドの家であった。
ここで も多くの子供を含んだ大人数の家族がクリスマスを喜び、心から
笑っている。
Itisafair,even-handed,nobleadjustmentofthings,that
whilethereisinfectionindeseaseandsorrow,thereis
nothingintheworldsoirrisitiblycontagiousaslaughterand
(18)
good-humour.
上の引用では純真な笑いが賞賛 されている。スクルージの姪も甥 と同 じ
ように心から笑う。このような人生肯定的な笑いは、ロレンスも男女の
性愛の極みの喜びとして描 く場合があるが、一方彼の皮肉な笑い、戦術
としての笑いとはまた異なった種類のものである。ロレンスの笑いは特
にキリス ト教会を批判するのに描かれている。
?
?
Foritisgoodtobechildrensometimes,andneverbetter
thanatChristmas,whenitsmightyFounderwasachild
U9)himself.
●'
上の引用か らわかるように、クリスマスは、この祭 りの創生者であった
イエス ・キリス トが生まれた時、つ まり子供の誕生の祝日なので、子供
の存在を讃えるものと言える。ディケンズは 『クリスマス ・キャロル』
を書 くに当た り、子供というものを讃えているのであ り、また大人もと
きどき子供心に帰ることが必要であ り、それにはクリスマスが最適な季
節であると考 えているのである。クリスマス という祝 日は、イギリスで
は19世紀の中頃 まで廃れていたということである。 しか し、デ ィケ ン
ズは、クリスマス小説とクリスマス物語を書 くことによってイギリスで
再びクリスマ スが祝われることを願ったということである。それは彼が、
社会が子供を大切にするべ きであると願っていたためであると考えられ
る。ディケ ンズが活躍 した19世紀の半ばにおいては、悲惨な状態に置か
れていた子供が多 くいたのである。
Theywereaboyandgirl.Yellow,meager,ragged,
(20)scowling,wolfish:butprostrate,too,intheirhumility.
上の引用には痩せて飢えて狼のようにどう猛であ りかつ賎 しい子供が書
かれている。
?
?
'Theyareman's
,'saidtheSpirit,lookingdownupon
them.'Andtheyclingtome,appealingfromtheirfathers.
(21)Thi
sboyisIgnorance.ThisgirlisWant.
上の引用では 「無知」 と 「貧困」が描写されている。2人 の子供たちは
親から虐待 されているために精霊に助けを求めているのであろう。教育
を受けることが仕事に就ける条件であ り、そのため 「無知」 も 「貧困」
もなくさなければならないのである。ディケ ンズの他の小説では、親が
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子供に非合法的な仕事 をして金 を稼 ぐという内容の もの もある。『クリ
スマス ・キャロル』では大人たちへの戒めの意味が大いに入っているの
である。
さて、第4節 において最後に登場する精霊は、未来の精霊であ り、ス
クルージに彼の未来を教えて くれる。この節では彼は死んでお り、その
死後の扱いが描かれている。彼は生前に道徳的な悪を犯 していたので、
葬式に来て くれる人はいな く、盗人たちが家財を盗みに来て、それをス
ラム街の犯罪者たちがいる場所で非合法的な取引で売 り、金を儲けよう
としている様が描かれている。19世紀におけるイギ リスの下層社会の様
子が リアルに描写されている。
Theyleftthebusyscene,andwentintoanobscurepartof
thetown,whereScroogehadneverpenetratedbefore
althoughherecognizeditssituation,anditsbadrepute.The
wayswerefoulandnarrow:theshopsandhouseswretched;
thepeoplehalf-naked,drunken,slipshod,ugly.Alleysand
archways,likesomanycesspools,disgorgedtheiroffencesof
smell,anddirtandlife,uponthestragglingstreets;andthe
wholequarterreekedwithcrime,withfilth,andmisery.(22)
作者は、愛のない、他者と交わらない利己的な生き方 をしてきた人間は、
最後には犯罪者に取 りつかれるということを述べよ うとしていると思わ
れる。つまり道徳的な悪に染まっている人間は、実際的な側面で も悪 に
巻 き込 まれるということなのであろう。 このような思想 はまさに大人に
対 して発せ られたものと言える。ゆえに、『クリスマス ・キャロル』は
子供讃歌、及びお祭 りの楽 しさが描かれており、また勧善懲悪的な思想
がある点では子供向きの作品であると言えるが、社会改革の必要と大人
?
?
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の生 き方の複雑さを描いている点では、 リア リスティックな作品である
と言える。
スクルージは夢の中で4人 の幽霊及び精霊に会って、今までの自分の
生き方を反省 させ られる。夢か ら目を覚 ます と12月25日でクリスマスで
あった。彼は生 まれ変わって、温かな優 しい心を持つ ようになり、人々
から尊敬 されるようになる。夢から覚めたスクルージは、 自分が まだ生
きていることを知って喜ぶ。そ して長い間笑ったことがなかったのに、
笑 うのである。
'There'sthesaucepanthatthegruelwasin!'criedScrooge,
startingoffagain,andfriskingroundthefire-place.'There's
thedoor,bywhichtheGhostofJacobMarleyentered!There's
thecornerwheretheGhostofChristmasPresent,sat!There's
thewindowwhereIsawthewanderingSpirits!It'sallright,
it'salltrue,itallhappened.Hahaha!'
Really,foramanwhohadbeenoutofpracticeforsomany
years,itwasasplendidlaugh,amostillustriouslaugh.The
(23)fatherofalong,longlineofbrilliantlaughs1
五
上の引用に表れているように、スクルージが笑うようになった というこ
とが彼の再生への第一歩である。か くように、素直な笑いとい うものは
人間にとって大切な ものである。改心 したスクルージは、ボブ・クラチッ
トへ大 きなガチ ョウを送ることを決心 し、その ことが楽 しいので くす く
す笑 う。
Thechucklewithwhichhesaidthis,andthechucklewith
whichthechucklewithwhichherecompensedtheboy,
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wereonlytobeexceededbythechucklewithwhichhesat
(2A)d
ownbreathlesshlhischairaga血,andchuckledti皿hecried.
上の引用に見 られるようにスクルージは遂に笑いの人 となってしまうの
である。
この小説は、貧 しいけれ ども温かな人々への讃歌であ り、また冷たかっ
た人々を改心 させ ようとする教訓的な小説でもある。そして、更に社会
改革によって、社会のどん底で喘いでいる人々を救お うと権力者たちが
心を向けて くれることを願っていると思われる。
II『木馬の騎手の勝利』
D.H.ロレンス作 の 『木馬の騎手の勝利』も、 また、金銭 に執着 した
女性を主題 としている短編小説であるが、これは 『クリスマス ・キャロ
ル』とは異なって、悲劇的な結末を迎えている。ロ レンスが生まれた時
代は、ヴィク トリア朝後期であ り、イギ リスは大英帝国として発展 して
いたが また下 り坂になっていた時代である。一方、産業 ・機械文明はど
んどん成長し、その結果貧富の差がます ます開き、イギ リスでは労働者
がス トライキを繰 り返 し行った時代である。大勢のイギ リス人たちは金
持ちになることを追及 していた。女性の地位向上を 目指す運動 も活発に
なり、女性 も大学教育まで受け られるようになり、その結果 として社会
で働 くことができるようにな り、普通選挙が実施された。 しか し、1914
年～18年には第一次大戦が生 じて、 ロレンスもこの戦争時代 を生きた。
戦後はますます貧富の格差が開いた。
『木馬の騎手の勝者』に登場する女性は、金銭に対す る執着が非常 に
強い母親である。彼女にはポール(Paul)という息子がいる。この子供
が主人公であるので、『クリスマス ・キャロル』 と同様 に子供を中心 と
?
?
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して主題を考察 してみよう。彼はまだ幼 くて10歳前後と思われる。母親
は、「美 しくて、いろいろと有利な点を持 っていた」(25)が「運がなかっ
た」(26)と冒頭に書かれている。次に「彼女は愛のために結婚したのだが、
愛はごみ くずに変化 して しまった」(27)と書かれ、美 しい2人 の子供に
対 して愛情 を持つことができす、負担に思うようになったことが分かる。
彼女の一家は、庭付 きの心地よい家に住み、召使 もお り、近隣の所帯の
うちでは社会的に優れた存在であることが分かる。 しかし、彼女の一家
は不幸である、 と書かれている。その理 由は 「十分な金がない」(28)た
めである。『クリスマス ・キャロル』の時代に比べれば、『木馬の騎手の
勝者』で描かれている女性の物質的な生活環境は、申し分なく良いもの
である。彼女は中流階級に属 してお り、立派な家具を持ってお り、夫婦
ともに働いている。だが、2人 とも趣味が高尚でそれに金がかかる。子
供たちは高価で見事なおもちゃを持っている。このように、『クリスマス・
キャロル』で描かれている貧乏なブレッ ドの家族やボブ ・クラチ ットの
家族や、スクルージの昔の婚約者の暮 らしよ りも、女性の生活環境は恵
まれているの に、なぜ彼女は 「もっとお金がほ しい」(29)とい うことで、
また 「誰にも愛情を感じられずに」苦 しんでいるのだろうか。
息子のポールは、家の中で囁かれるひそかな言葉 「もっとお金が必要
だ」に苦 しんでいる。この家族には自家用車がないのだが、母親は、な
ぜ家には車がないのか、と問う息子に 「貧乏だから」 と答えている。 し
か し、彼 らはいつ もタクシーや叔父の車 を利用で きるので、読者には、
ポールの家が母親が言 うように貧乏だとは思えない。母親は息子に、 自
分たちが貧乏であることの理由として 「夫に運(luck)がないためだ」(30)
と答えているが、彼女のこのような考え方にこの一家の不幸の原因があ
ると思われる。母親は息子のポールに 「自分は運がいいよ」 と言われる
と、冗談に受け取ってまともに相手にしない。ここに不幸のもう一つの
原因がある。ポールは母親からの愛情に飢えている。母親はいつも不機
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嫌であ り、お金に執着 しているので、子供たちのことを本気で思う心の
余裕がないのであろう。
「運 とはお金をもたらす もの」(3Dという母親の言葉を信 じたポールは、
庭師のバセ ット(Bassett)と叔父のオスカー ・ク レスウェル(Oscar
Cresswell)と一緒に本物の競馬に夢 中にな り、それによって金を手 に
入れて、母親にひそかにその金が渡るようにして、彼女を喜ばせ ようと
する。勝ち馬を予想するのがポールの役目である。オスカーは初めはポー
ルの言葉 を本気にしなかったが、彼の予想 した馬が勝ったことを知って、
彼を信 じるようになる。3人 は、まず、5千 ポ ンドを儲ける。そ してそ
れを1千 ポ ンドつつ母親の誕生日にひそかに渡す ことにしたのだが、初
めて1千 ポ ンドを贈 られた時、彼女は、喜ぶどころか、5千 ポ ンドをま
とめて手に入れたいと望み、その通 りになる。 しか し彼女がその金で手
に入れたものは、ぜいたく品と借金の返済である。そ して更に家の中に
は恐ろ しい ささやきが溢れるようになる。
SoUncleOscarsignedtheagreement,andPaul'smother
touchedthewholefivethousand.Thensomethingvery
curioushappened.TheVoicesinthehousesuddenlywent
mad,likeachorusoffrogsonaspringevening.Therewere
certainnewfurnishings,andPaulhadatutor.Hewasreally
goingtoEton,hisfather'sschool,inthefollowingautumn.
Therewereflowersinthewinter,andablossomingofthe
luxuryPaulusmotherhadbeenusedto.Andyetthevoicesin
thehouse,behindthespraysofmimosaandalmond‐blossom,
andfromunderthepilesofiridescentcushions,simplytrilled
andscreamedinasortofecstasy:
"Th
eremustbemoremoney!Oh-h-h;Theremustbemore
?
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money.
Oh,now,now-w1Now-w-w‐theremustbemoremoney!‐
,,(32)
morethanever!Morethanever!
?
?
上 の引用 で、ポー ルの父親が 名門イー トン校 の出身者であ り、ポー ル も
また イー トン校 を 目指 して いる、 と書 かれて いるので、彼 の家 族 は中流
の上の 階級 であ る とも思 われる。 この短 編小説が発 表 され たのは1925年
であ り、この時代 にお いては、イー トン校 へ通 えるのは、まだ社会的 に上 ・
中流階級 の子弟で あったか らである。家庭 の 中には冬で も花が飾 られ て
お り、母 親は この上 ないぜ いた くを し、ポー ルはイー トン校へ 入 るため
に家庭 教師 か らラテ ン語 や ギ リシア語 を学 んでい る。 この よ うに、 『ク
リスマ ス ・キ ャロル』の家族 と比 較す れば、教育上 も生活用 品 も暮 ら し
ぶ りも、ポール の家 族 は遥 かに優 れて い るので ある。
だが、 ポールが本 物の馬 ではな く、 自分の寝室 に隠 した木馬 とい うお
もち ゃの馬に乗 って、天か ら啓示 を受 けて競馬の勝 ち馬 を予想す る とい
うことに よ り、 これ まで3人 は金 を儲 けて きたの である。あ ま りに も非
現 実的 であ り、無 謀 なや り方 である。 これ は彼 に運 があ った ためで はな
くて、偶然の結 果で あろ う。それゆ え、ポ ールの予 想 も外 れる ことが あ り、
ます ます 彼 は 木 馬 に夢 中で乗 る。OEDに よれば、1uckの意 味 に は①
`1.a.Fortunegoodorill;thefortuitoushappeningofeventsfavourable
orunfavourabletotheinterestsofaperson'0`2.a.aGoodfortune;
success,prosperityoradvantagecomingbychanceratherthanasthe
consequenceofmeritoreffort'があ り、悪 運の意味 も入 っているのだが 、
母 親 は② の意味 しか考 えていない(33>。しか し、① の うちの 「悪運」 とい
う意味が働 い て、ポールの悲劇 を招 いたの である。 ポー ルは、`lucre'「金
銭 」 を`luck'と聞 き間違 えて、母親 に`luck'は金 をもた らす もの と
教 え られる(34)。母親 は、この ように`luck'を実際的 な もの と捉 え、い
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つ も頭を痛めているので、ロレンスの理想 とする本能や直観を大切にす
る生 き方 とは異なった生 き方 をしている人間である。`luck'は、ロレ
ンスの説 く本能、直観の意味と同じ範疇のものであ り、理性でもぎ取 る
ことができない ものである。それなのに、ポールがそれを理性や知性で
知ろうとしたこと(競馬の勝ち馬 を知ること)が悲劇の原因になってい
ると思われる。その結果、彼は心身を消耗して、マ ラバーという馬を予
想 してそれが勝ったのだが、ポール自身は命を落 として しまう。 これ も
ひとえに母親を喜ばせ、彼女の愛情を得たいがためであった。
母親はマラバーが勝 ったことによって8千 ポン ド以上 を手 に入れ る
が、代わりに息子を失う。金は息子の命を代償 として奪い取った。母親
は初めてヘスター(Hester)という名前であることが分かる。彼女は息
子を亡 くしてようや く人間 らしさを取 りもどした と思われるのであ り、
それゆえに実体をもった人間になったということで名前が挙げられるの
だが、今となっては時すでに遅 しである。
結論
普通の人間は金銭に執着する。そのために法律上の犯罪や道徳的な犯
罪 を犯す。ディケ ンズは、『クリスマス ・キャロル』で、金に勝る人間
関係の温か さを説いているが、これは貧 しい4つ の家庭の描写が善良 さ
ばか りを持っているという点で、人間同士の葛藤が ないとい う点で非現
実的であるとは言え、クリスマスのお祝いによって、人間が金に執着す
ることを離れることを説いているし、社会批判も表れている。一方、 ロ
レンスの 『木馬の騎手の勝利』は、現代人の悲劇であ り、金に執着する
ことが心では間違っていると分かっていても、なか なかそれを離れるこ
とが難 しいゆえに現実的な物語となっている。しか し、「運」は 「知識」
とは相反するものであ り、直観や本能を人間が取 り戻すべ き重要 なも
?
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のと唱えたロレンスには、「運」 を頭で 「知 る」 ことがで きると思い違
いしたポールを死に追いやった母親ヘスターの愛のない生活を批判 して
いると思われる。彼女は愛のない生活の代償 として金で買える物質的な
ものへ と走っている。この場合の愛 とは夫との関係で言われるべ きもの
であり、W.D.スノッドグラース(Snodgrass)が指摘 しているように、
ヘスターと夫の問には、ロレンスが説 く夫婦の理想的な性愛が欠如 して
いると思われる(35>。彼女は夫との問の愛が欠如 しているために、いわ
ば買い物依存症 に罹っているのである。そ して金によって幸せを買える
と勘違いをしている。彼女は夫や子供 と真剣に向き合って努力 しようと
していないのである。現代人は、愛とはなにか、についてもう一度考え
直す必要があるだろう。愛とは温かな人間の関係である、とロレンスも
説いているのであ り、このことか らディケンズとロレンスが求めている
ものは究極的に同じだということが言えると思われる。
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